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要旨

病理診断はがんの可能性が疑われる病変から採取した検体を染色し、観察することで実施される。染
色組織を写した病理画像を観察することで、病変の良悪性や病理組織型、進行度を評価する。その際
に複数種類の染色画像から多角的な診断を行う。病理診断はがん治療における確定診断として行わ
れ、その診断結果に基づいて患者の治療方針が決定されるため重要な意味を持つ。近年では病理医
の不足から深層学習を用いた病理画像の解析が進められている。先行研究では病理画像における腫
瘍・非腫瘍領域の分類などが行われ、顕著な成果を挙げている。しかし、それら研究は教師あり学習に
よるものが多くを占める。教師あり学習に必要なラベルの作成には病理医の専門知識が必要であること
から学習データの入手コストが高い。本研究では教師ラベルが付与されていない3種類の染色画像から
組織の形態的情報だけでなく、組織の線維化情報やタンパク質の発現情報などの獲得を目指した。学
習モデルはVector Quantised Variational AutoEncoder(VQVAE)をベースとしたモデルを用いることで
組織の特徴を離散的な特徴表現として埋め込んだ。その結果3種類の染色方法が共有する特徴として
組織の形態的情報を獲得し、また組織の線維化を示す表現やタンパク質の発現を示す表現を得た。 
 


